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FF-446S 


FF-356S 


このたびは、コロナ石油ス I ブをお買いあげ 
いただき、まことにありがとうございました。 

正しくお使いいただくために、この取扱説明書 
をよくお読みください。 

なお、お読みになった後もお使いになる方が'い 
つでも見られる所に「保証書」と共に大切に保 
管してください。 


△警告 



ガソリン使用禁止 
使用燃料：灯油 


KEROSENE ONLY 


△警告 

給排気筒を必ず点検してください 






トジ 


□ 特に注意していただきたいこと 

(安全のために必ずお守りください)一1〜3 

*灯油の廃棄につい r --- 3 

B 使用する場所---3 


Q 各部のなまえ-- 
春外観図 • 構造図 

參操作部 • 表示部 

□ 使用前の準備 
參燃料- 


4〜6 
4〜5 
-6 


籲給油- 

翁点火前の準備と確認 
n 使用方法- 
•点火 — 


7〜8 

7 

7〜8 

8 


，室温の調節 
• 消火- 

• タイマーの使用方法 
>チャイルド□ツク 


9〜12 
9 

9 

10 


10〜12 
12 




□ 安全装置 
□ その他の装置 
□ 日常の点検 • 手入れ 
□ 定期点挨 


四故障•異常の見分け方と処置方法 
EQ 部品交換のしかた 


E 保管（長期間使闬しない場合） 

EE 3 仕 te . . . . . . 

田アフターサービス 
[0 据付け-一 


-13 
-13 
14〜17 
17 


18 

19 

19 






20〜21 
-21 
22 
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カーテン、可燃物近接禁止 


カーテンや燃えやすいもの 
を近づけないでください。 
火災が発生するおそれがあ 
ります。 

司燃物との離隔距離につい 
ては、標準据付図（@22ぺ 


mQ 


■園 


•ジ)を参照し r ください。 


対流フアンガードを外しての運転禁止 （ FF -356 S のみ） 

対流フアンガードを外した状態で運転しますと、カーテンなどを巻きこんで火災になるおそれがあります。 
また手などふれるとけがをするおそれがあります。 


0 



A 警告 (WARNiNG) 


ガソリン厳禁 

ガソリンなど揮発性の高い油は、絶対に使用 
しないでください。 

火災の原因になります。 

給排気筒トップ閉そく危険 

給排気筒トップの周り;^雪でふ 

さがれたまま使用しないでくだ — ^ 

さい。ふさがれているときは、 

除雪してください。 a 

また、板などによる「雪囲い」 ^ 

は給排気の妨げになるのでおや I 左 D 

めください。 

閉そくしていると運転中に排ガ - ■JL ^ 

スが室内に漏れて、危険です。 、 …"八 

温風吹出口をふさがない _ 

衣類、紙などで温風吹出□や h 

空気取入□をふさがないでく | j 

ださい。 i _ LJ 

衣類、紙などでふさぐと、火 , 

災の原因になります。 一一 


〇 


給排気筒トップには金網など 
は付けない r 

給排気筒トップには、虫よけのため * 

の金網などは付けないでください。 

給排気の妨げになり、異常燃焼を 
起こし排ガスが室内に漏れる司能 _ 

性があり危険です。 a 


し 瘡薄脂〒 ■ 


0 


給排気筒(管 • ホース） 
外れ危険 

給排気筒（管 ■ ホース）か>外れ 
たまま使用しないでください。 
外れていると運転中に排ガスが 
室内に漏れて、危険です。 

スプレー缶厳禁 

スブレ ー s やカセツトこん 
ろ用ボンベなどを温風のあ 
たるところに放置しないで 
ください。 

熱で缶の圧力が上がり、爆川 
発して危険です。 > 


0 


❶ 




@ 



この取扱説明書および製品への表示では、製品を安全に正しくお使いいただき、あなたや他の人々への危害や財産へ 
の損害を未然に防止するために、いろいろな絵表示をしています。その表示と意味は次のようになっています。 
内容をょく理解してから本文をぉ読みくださし、。益;;ヨ;_驗麵誠 


△警告 

注意 


この表示を無視し r 、 誤った取り扱い 
をすると、人; v 死亡、重傷を負ろ可能 
性または火災の可能性が想定される内 
容を示しています。 


この表示を無視して、誤った取り扱い 
をすると、人が傷害を負ラ可能性や物 
的損害の発生が想定される内容を示し 
r います。 


©記号は禁止の行為であることを告げるものです。 

響=== 内容ーソ 

❶辟は■を赖する喊链げるものです。 
彰 ss 描的=ま容，図の塌合は-般的な行 


特に注意していただきたい；:と(安全のために必ずお守りください) 


01 


1 。 
えでグつ。す 
加いラ持3ま 
をなプをさり 
力し源ドだな 
なり電 I <に 
理た ' n で因 
無せた'5原 
にのまはなの 
ドを。きか電 
I 物いと抜感 
n 、さくきや 
源りだ抜引災 
電たくをて火 



















改造使用の禁止 

改造して使用しないでください，また、ストー 1 
ブ本体や給排気筒には床暖房用の熱交換器など 
を取り付けないでください。 

火災や排ガスが室内に漏れる原因となり危険です。 


0 


拿特に33子様やお年寄り、体め不自由な方が使ねれるときは、 
周囲の人が十分注意し r ください。、…’、： .. 

書衣類などを乾燥した爆合、素材によづては色あせすること 
か'あります。’ノ、 、ぐ、' 

..• • :中叱：.. .. •作…、... .：：V ..... .. 


. . ： ニズ ネ s: へ…:**:：:.: •• • : :r :ぃぺ 

注意 (CAUTION) 



❶ 


温風に直接あたらない 

温風に直接長時間あたらない 
でください。 

低温やけどや脱水症状になる 
おそれがあります。 



0 




油漏れ確認 

油タンク，ゴム製送油管 • 
接合部および機器などから 
の灯油漏れがないことを 
確認の上ご使用ください。 
j 灯油か'漏れていると火災の 
I おそれがあります。 



指や異物を入れない 

温圈吹出□や空気取入□などに指や異物を入れ 
ないでください。けがや火災の原因になります。 


0 


電源プラグのお手入れをする A 

ときどきは電源プラグを抜き、ほこり(および 
金属物)を除去してくださ（ほこりか了こまる 
と湿気などで絶縁不良になり）火災の]^因になります。 


腰をかけたり、物をのせない 

腰をかけたり、やかんや花びんなどの物をのせ 
ないでください c やけどしたり、ストーブが変 
形することがあります。また、水が内部に入る 
と、感電、火災、故障の原因になります。 

給排気筒付近の可燃物近接禁止 


0 


給排気筒トップの近くに、 
灯油や珂燃物など引火の 
おそれのあるものを置か 
ないでください。 

火災のおそれがあります。 


0 




A 


給排気筒の接続に関する注意 

給排気筒の接続は、正しい 
位置 r 培結 L t くだ？^ (入 



誤った接続をすると、異常 
燃焼や火災の原因になります。 


異常時使用禁止 

万一異常を感じたときは、使用し 
ないでください。 

異常燃焼のおそれがあります。 
すみやかに運転スイッチを「停止」 
にしてください。 

高温部接触禁止 、 

燃焼中や消火直後は、高温部 
(温風吹出口)、給排気筒トップ 
に手などふれないでください。 . 
やけどのおそれが'あります。 ^ 


P 


¥ 

里¢1 




0 




♦小さいお子様のいるご家庭では、特に注意してください。 

長期間使用しないときは電源プラグを抜く 

長期間使用しないときは、電源プラグを抜いて 
ください。 

火災や予想しない事故の原因になります。 


電源の接続 


Q 


•電源は適正配線された单相100 V のコンセント\ ^ 
以外は使用しないでください。 

発熱 • 発火の原因になります。 

•電源コードは、途中で接続したり、延長コードの使用 
他の電気器具とのタコ足配線をしないでください。 
発熱 • 発火の原因になります。 


灯油の保管 £ 

灯油は、火気、雨水、ごみ、高温および直射日光 m 
をさけた場所に保管してください。 、 

ガソリンなどといつしよに保管しないでください。 
誤って使用すると異常燃焼や火災のおそれ;^あります。 


〇 


据付け上の注意 A 

參お客様ご自身による I 観讎です。 

据付け工事や移設工事は、必ずお買い求めの 
\ 販売店に依頼してください。 

•ストーブおよび給排気筒の据付けについては火災予防 
条例、石油燃焼機器の設置墓準による規制;^ありますの 
で、 これに従って据付けてください。 

•ス I -ーブ'の固定は、本体固定金具などで、確実に固定し 
てください。 


変質灯油禁止 

変質灯油（持ち越した灯油)、不純灯油（灯油以外 
の油■水•ごみが混入した灯油など）を使用しない 
でください。異常燃焼や故障の33それ；びあります, 
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QI 



でこ卜 く 
まれン r 
元ほセ ぃ 
根。ン}な 
にい n 。し 
卜さだ3 。は。 
ンだんさすしす 
t < るだま差ま 
ンでゆ < 〇き D 
n んやでな抜な 
はこグいにのに 
グしラな因で因 
ラ差プし原手原 
プにだ用のたの 
源実ん使災れ電 
電確傷は火ぬ感 





o 


分解修理の禁止 

故障 • 破損したら、使用し 
ないでください。 

不完全な修理は、危険です。 
お買い求めの販売店に修理 
を依頼してください。 


給油時消火 A 分解修理の禁止 

給油は、必す消火してか、^_•麵したら、使用し 
らおこなってください。ないでください。〜 

こぼれた灯油はよくふき ii r \ _ 不完全な修理は、危険です。 

取ってください。 ( ^ L お買い求めの販売店に修理, 

火災のおそれがあります。を依頼してください。 

廃棄するときの注意 

ストーブを廃棄処分するときは、定油面器の灯油を抜き取ってください。（@15ページ: 
灯油が入ったまま廃棄するとリサイクルの際に思わぬ事故になるおそれがあります。 


お願い (NOTICE) 

s ま".れ M .. h ; 分い“ 1 砂い * •.け“ 1 :. tx “ m “ 笔 “ h *• :！ *； % , I« * { 1 1 * v * *=m : t tt \：^：% p m 

灯油の廃棄 

灯油の廃棄処分は、灯油をお買い求めになった販売店にご相談ください。 


国使用する場所 


安全に使用するために 


マントルピースなどには据付けないでください。 


•標高が1500 m を超える高地では使用しないでください。 
(空気の濃度が薄いため、燃焼に必要な空気が不足します。） 
高地で使用する場合は調整;^必要です。（詳しくは、工事 
説明書の r 高地で使用の塌合） をご覧ください。 ) 

參温室、飼育室、乾燥室などでは絶対に使闬しないでくだ 
さい。 



昼 





効果的に使用するために 


温風の循環を妨げない 

•温風吹出□の前面に障害物を置かないでください。 

こむらが 一な く、 本体 

•温風吹出□側の空間を広くとれる場所を選んでください。 












棑気管取付口 
一一給排気筒 
給気管取付口 


対流用送風機 
(温風空気取入口) 

本体固定金具'" 


ルームサーモ センサ 


排気管抜け検知用リード線 



電源コード 
オイルフイルタ 





給気ホース 
送油管取付 □ 


構造図) 



國各部のなまえ 

([ 外観図 ) <FF-446S> 


表示部 






操作部 
前パネル 


温風吹出 □ 


のそぎ窓 

調節脚 
置台 



とつて 


点検用ふた 


定油面器 1 Jt ットポタン 




水平器 


mm 



背面 カバー 







("外観図 ) く FF-356S〉 

wni 表示部一一一 


操作部 — 
前バネル， 
温風吹出口 


のそき窓 


調節脚 一_ 
置台 . . ____ _ 



とつて 


点検用ふた 


定油面器 1 Jt ットボタン 
— --水平器 




ルー ムサ ーモ t ンサ 

対流フアンガード_ 
(温風空気取入口） 


本体固定金具 


排気管抜け検知用リード線 


オイルフイルタ 


電源コード 



背面 カバー 


対流用送風機 


排気 g 取付 □ 


-——画 給排気筒 
-袷気管取付 □ 


-給気ホース 
送油管取付 □ 


Q 構造図） 


遅延サーモスタツト 


のぞき窓 


燃焼用送風機 
(内部） 


点火 ヒータ 
(内部） 



--遇熱防止装霤 

(安全サーモスタツト〉 


プリント配線板 
— 電源トランス 
一点火トランス 


— 定油面器 
(電磁ポンプ） 


対 R 自動消火装鼉 
(内部) 



0作部-表蹄〇 


※イラストは FF -356 S で説明しています。 


時計動作コロン^ 
(ぼ10ページ） 


デジタル表示部 — 

現在時刻表示 
タイマー12ット時刻表示 
設定温度•室内温度表示 


設定温度 


温度/時計/タイマー 


室内温度 


AM 

PM 


f •夢 

IL 


O 

O 


おはようタイマーランプ 
(ぽ11 .12 ページ） 


電源ランプ 


恐?^1ンプ；；不2ページ) 


(ぽ11 .12 ページ) 


タイマー運転 


1時間 
2時間 




セーブ 運転ランプ 
(ぼ9ページ） 


時計 


温度/時計調節__ 
タイマ低广 " x im II . _、问 


おはよラおやすみ 


,運転/停止 . 


電源^ ’ 


|£|乜ーブ運転 



切換スイッチ 
10ベージ） 


時計調節ボタン 
(ぽ10ページ) 

温度調節ボタン 
(ぼ9ページ） 


チヤイ j レド□ツク 
(3 回押し） 


おやすみタイマーポタン 
( t ^ 11ページ） 


おはよろタイマーボタン 
11ページ） 


^ ~ • ' .. _ :- ~ . ：■： ■ ^1 


運転スイッチ 
(ぼ9〜11ページ） 


t — ブ運転ボタン 
(ぽ9ページ） 

I チャイルドロックボタン兼用' 
1(ぽ12ページ） I 














使用前の準備 


燃料は必ず灯油 ( JIS 1 号灯油)を使用してください。 ^ 

I △警告 I ガソリンなどの揮発性の高い油は絶対に使用しないでください。 

火災の原因になります。 

鲁 I △注意1 変質灯油、不純灯油などは絶対に使用しないでください。 V-y 

參 I △注意| 灯油は必す火気 • 雨水 • ごみ • 高温および直射日光をさけた場所に保管し A 


てください。 

ガソリンなどといっしょに保管しないでください。誤って使用すると異常燃焼や火災のおそれ;^あります。 


灯油とガソリンの見分けかた 


指先に燃料をつけ、息をふきかけます。 
(火の気のない所でおこなつてください。） 


変質灯油•不ま屯灯油とは- 


た灯油 


灯油はぬれたまま ガソリンはすぐ乾く 





0 




水 C み•ガソリン 1 
■油•機檷油 • 
てんぶら油…4 


極度に変質したものは、黄色味がかったり、すっばいにおいがします。 
必す灯油用のポリタンクをお使いください。 

灯油はシーズン中に使いきりましよう。 




■変質灯油や不純灯油を使用すると、雛の故陣の原因になります。 

春油の程度にもよりますが、燃焼不良をおこしたり、スト-ブの摄傷を幸め、故障の原®になります。 

⑩水やごみが送油経路内に流れこみ、燃焼不良や着火不良の原因になります。 

:•: : V... . ハへ. V 、 .....>..... ... ... ... で冰 . 满雄: .*111! 伽淑 み:,: w: ハ…:•..ハ〜•し 乂 . w 和 1 *^**^ 晰明：相 3 ^*:網:御 ill 跑!勤 ilfki 離！油:迦 ふ： … ベ：.〜 .a . .. 


一 ， 


讎====を潔 r ㈣ す- 



籲 I △注意|給油は必す消火してからおこない、こぼれた灯油はよく 
ふきとってください。火災のおそれがあります。 

•送油バルブを閉じ r 給油□ふたを外し市販の給油ポンプで給油し 
てください。 

油量計の針が「满 J をさしたら給油をやめてください。 

給油後は、給油□にあるストレーナを取り出して、水やごみか了こ 
まっていたら掃除し r ください。 

•ストレーナを取り付けて、給油□ふたを必ずもとどおり締めてくだ 
さい。 

•蟹油漂ゴ■溫 I を^^1^誌ぬります 


給油の手順と注意 





給油ポンプ 


給油□ふた 
ストレーナ(内部） 


油蠆計 


送油バルブ 
水ゲージ 
水抜きバルブ 


油タンク 


7 














赛料切れの注意と空気抜きの方法 


►油タンクを空にしないように注意してください。 

油タンクを 一 B 空にしますと、送油経路内に空気か了こまり、正常に送油できなくなることがあります。 
このような場合には次の順序 r 空気抜きをしてください。 

1. 油タンクに給油します。 ダハ / 

2. ス|-ーブ背面のオイルフィルタに付いている空気抜き用の 设ノ 
ねじをゆるめてください。（灯油が床にこぼれないように布、 

容器などを用撤してください。） — 

3. ゴム製送油管をよく振0、送油経路内の空気抜きを十分にお I ぐ\ 

こなつてください。 III _ オイルフィルタ 

4•空気が抜けてオイルフィルタの中に灯油が満たされたら、空 \- 

気抜き用のねじを締めてください。 _ ~ 


籲油タンクは、空にじなよ阜め(こ給油してくださいな 

馨初めて運転するときも、同じ手順で送油経路内を油で満たしでからお G なってください。 


罄初めて使用するときやシーズン初めに使用する場合、ス I ブ右側面 
の定油面器リセツトボタンを押し r ください。 

•リセツトポタンは、据え付け時や、シーズン初めに操作します。 

ストーブに強い衝撃を与えたりした場合もこの操作をおこなってくだ 
さぃ。 

0万一、点火操作後4〜5分しても着火しなかったり、着火後2〜3分 
で消火してしま〇場合も、リセツトボタンを押してください。 

灯油流入□のゴム幷の固着が外れて灯油がスムーズに流れます。 

• ... . :し w :• .1 . - - - - - • .is す 1 su :.a r. W . 

• .. .. :じ：.？ . . f . ぃ.：： 5.ミ:....‘：.：. :> ミ： 5 ふ , ：.... .... ... ：.. 〆 ：.:.：.：：.： い..:>•が H . 

•リセツトボタンを押す際は、スベーサを外し r 押さなが s ください。 
また、5秒以上押 U 綺! t り;何回:=6押し下げたり接透乱暴に取り 
扱わないでくださ H 定油面器より油があふれ出たり、異常燃焼の 
雇因となる塌合があ:ります，…： 


送油経路の点検 


}\ △注意 I 油タンク • ゴム製送油管 • 接合部および機器などから灯油漏れ;^ 
ないことを確認してください。 

•油漏れのあるとき使用を中止し、,油タンクの送油バルブを閉じてからお買い 
求めの販売店(こご栢談くださ ( 


リセツトボタン 



リ t ットポタン 


スべーサ 



電源の接続 


I △注意1 竃漉プラグ.コードの発熱.発火を防ぐために：: 

•電源プラグはコンせソト丨こ振元まで確実に差しこんでくださ>い，ノ：； 

•電源は必す適正配線された筚相 100 V のコン■&ントを使用してください.… ’ 

参電源コードは、途中で接続:したり延揍::ドの使用 • 他の電気器具と®浼コ足©線を：し玆いでぐださ : UV 


ストーブ周囲の確認 


I △注意1 力ーテンや燃えやすいものを近づけないでください。 
火災が発生するおそれ;^あります。 



給排気筒接続部の確言 


i \ zh 警告1 給排気筒(管*ホース）が外れたまま使用しなし ve ください。外れていると運転中に排ガスが 
室内に漏れて、危険です。 
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使用方法 


温風が出る前に運転スイッチを〔停止〕にしても約8分間は運転を継続しますが異常ではありません。 
これは燃焼室内の未燃ガスを完全に燃焼させるための安全運転です。 


油タンクの送油八ソレブを闋いてくだ 
さい。 


-送油バルブ 



2. 逦転スイッチを押し r < ださい。 

•電源ランプの点灯と同時に、時計表示（未セットの場合は 
-- 1〇 °I - - I ) から、温度表示に切り変わります。 

設定激度 室内 S 度 タイマー遒 K m 邏転/ (¥ 止愿\ 

匚 E'H / 51 」 1 == 抓" 

: SS / 時計調節 おはようおやすみ Elt 2 —ブ遍 C 

低 : ザやイルドロ， ゞク 产:レ. n..’ ど 


ザゃイル K 口1クI 
(3Hft し ）’ 




i I II A *4 r-*f 




室温の調節 


ストーブ運転中は、ルームサーモセンサにより設定温度に応じ r 自動的に火力が切り変わります。 


■■ » 一 £ 


a 度脚節ボタン c ▼低 li 高 ▲) を押して希望の s 定通度に合わせて 
ください。 

ボタンを1回押すと設定温度が1脂下がります。 

# \ Ma ) ボタンを1回押すと設定温度が1乾上がります。 

• 低 H 高 ▲) ボタンを押しつづけると、設定温度は連続して 
変わります。 

>停電が'あった場合でも1分間以内の停電であれば、再セツトする 
必要はありません。 

►未 t ツトの場合、設定温度は自動的に22てにセツトされます。 
.設定温度は、 12° C から 30° C までの範囲で t ツトできます。 


_設定温度_室内温度 

dd _ 〇 [H 

温度/時計調節 


(BID C^f 


1 玩高^ 


最小火力でも室温が上昇する場合(気温の高いとき、日あたりの良い部屋)は、 tz —ブ運転をお選びください。 


I セーブ運転のセツト 

t — ブ運転ホタンを押してください。 

• t _ ブ運転ランプが点灯し s 室温 — 

設定温度より約3 °C 上昇すると、 
自動的に消火(セーブ消火）し、設 チ 1 

定温度まで下がると自動的に再点 _ 

火して、室温を調節します。 


B 1 セーブ運転 


チヤイルド□ツク 
(3 回押し） 


■セーブ運転の解除 

ちラ1度セーブ運転ボタンを押し 
てください。 

► #乜ーブ運転ランプが消灯して通常運 
郎に Id どります。 



炎の状態 


炎の状態は青い炎の中に、いくらかの黄色い炎（赤火）力<混じつていても異常ではありません。 








消火 


籲運転スイツチを押しもどしてください。 

•電源ランプは消灯しますが、本体内部が冷却するまで燃焼用 
対流用送風機は、運転を継続します。 

•デジタル表示部は温度表示から時刻表示に切り変わります。 
•約10分後に本体内部が冷却され、燃焼用_対流用送風機が 
自動的に停止します。 

鬱外 ail すると舌ぼ、:、必ず〗肖火だ:: ; ::: 
•消火操作後、温風が出 r いる間は、絶対に電源プラグを抜かな 
いでください。もし抜きますと、のぞき窓がすすでくもつたり、 
ストーブの表®温度が上昇します，. v ご:心..". • • ；： :. 

意"!長期間使用しない場合は、対流 用 送風機が停止し 
てから、電源プラグをコン tr ノトから抜い r ぐださい。 ぃ：ぃ. 


消火後再点火するときの注意 J 


\ \ 

設定温度 室内温度 \\里運転/停止 j 

電源° 


温度/時計調節 

低 【 ハ II ド 

T (分 ） i 


U 

W 

設定温度 室内温度 

01 • Vjn 

iji J • I j u 」 B 



燃焼中に誤って次のような操作をすると、再点火安全装置の働きで、本体内部が冷却されるまで点火でき 
ませんので注意してください。 

_電源プラグを抜いた。 

•おはよ〇タイマーポタンを押した。 

•運転スイツチを押しもどした。 

ただし、瞬間的な停電（約3秒以内）の場合は、そのまま燃焼を継続します。 


タイマーの使用方法 

現在時刻合わせ • タイマー時刻合わせ 


I .時計調節の切換スイッチを〔時計合せ〕または（タイマー合せ〕にします。 

•現在時刻を t ットする前は 、I - ■ CF - 1を表示します。 p : 二: 謂吞時刻 せ如 
•タイマー時刻を t ットする前は、自動的に AM 6:00 に ^ 

セツトされています。 ハ 


肋が.王 

時計 

時計 





2. 時計調節ボタンの <：▼時 II 分 心を押して現在時刻またはタイマー点火時刻をツトしてください。 


M 回押すごとに (rail は1時間、 IWT ) は1分進みます。 
押しつブけると表示は連続して進みます。 

K ▼日引 ボタンで時刻合わせをしたときは AM _ PM を 
まちがえないように注意してください。 


設定温度 


〇: 


室内温度 



温度/時計調節 


_ cm ▲ j 

! I 1 

(▼時 ]| 分時訐動作コ〇ン 


3•切換スイッチを〔時計〕の位通に合わせてください。 

に変ゎり 



設定温度 


室内温度 


/ ゴ] • 「:/ 厂/| 

PM f ’ 秦」 _• [J U 


温度/時計調節 


時計動作 
コロン 


參必ず時計動作コ〇ンが点滅することを確認してください 。：> " へ， 、 V:r 

#1 分以内の停電であれば、再通電後も現在時刻を表示しますので時刻合わせの必要はあ D ません。 
それ以上の停電で、時刻表示部が f- は r-- 1 を表示したら時刻合わせをおこなってくださし、パン 

.. つ.：、ミ ^いャ . し： .;： 七ず 知’^… i •- ! ~ !i;， > i! ir-rH ] - 1 f > > * » > . ‘ ' ' < ^ <、>*、、、、<> 4 

. T 分以内の停電であれば、甬通電後もタイマーセツト時刻は記憶されています。 

t ツト時刻を変更するとき以外はタイマー時刻 t ツトは不要です 。：^ '、ン <'… バ \ :: 

- • • •• へ，.. . . . :. •- 卜:。、：…“ . . :.: . 卜：、卜：如 . :はレ；レ.か：“い” . .ぃ:トト：ドレ.ぺパリ . .七：…..リ i 阳 i-.i セ s :…雄〜•七 •••••• ••め 8 






















2 .おはよ〇タイマーボタンを押してください。 

•おはようタイマーランプが点灯して、 t ット完了 
です。 

鲁デジタル表示部におはようタイマ ー t ット時刻が表 
示され、おはようタイマー運転に入ります。 

參約5秒後に現在時刻表示にもどります。 

•合わせた時刻になると、 t - ブ運転を開始します。 


設定温度 


室内溫度 


タイマー運転 


aw 〇 ] • I n n] 

Ql # \ UU \ o 

溫度/時針調節 i 


おはよラおやすみ 


(時） （分） 


■おやすみタイマー運転の解除 

•おやすみタイマーホタンを押して、おやすみタイマーランプを 
消灯させてください。 

•この状態で、おはようタイマー運転され r いない場合は燃焼が 
継続しますので、消火するときは運転スイッチを押しもどし r 
ください。 


タイマー運転 


おはよラおやすみ 


■おやすみタイマー運転のセット 

•おやすみタイマーポタンを押してください。 

•設定時間のおやすみタイマーランプが点灯 
し、設定時間経過後自動消火し、同時に 
デジタル表示部は r ~ gi ： im となります。 

回押す—— - —1時間運転後自動消火' 

釀2回押す-2時間運転後自動消火 

※このとき運転スイッチは、運転状態の 
L ままにしておいてください。 J 


E ? し。圆。 = 

溫度/時計調節 おはよ_ 

▼ (時） く分） ■ 

JL 

w 

_設定温度_室内温度 

匸切。°^勺。 


タイマー運転 \\ 

_運転/停止麗 

=1時間— \ 

\ 電源 ■ 

2時 I 0 C 3 j 

^ / 

リ 

おはよ5おやすみ (( 



室内温度 


■おはようタイマ_の解除 

_おはよラタイマーボタンを押します。 

_おはようタイマーランプが消灯し、デジタル表示部 
が温度表示に切り変わります。 

•このままであれば自動的に燃焼を開始します。 
停止する場合は、運転スイッチを押しもどしてくだ 
さし、。 


殺定温度 

室内湿度 

タイマー運転 

| E 3: 

!8 „ 

|=1時圊口 

2時 ra«=i 


漣度/時計調節 
低 r — 3 CSE )^ 

▼〔時）（分） ▲ 


おはよ5おやすみ 


讎時など、留守中に燃焼を闕始するようなタイマ，ン h は絶対し變 < ださし、 


、運転/停 It J 


_ストーブ停止中からのタイマーセツト 
1 •運転 スイツチを押し r ください。 

•スト-施__ません。 


/ 1 .1 1 .■し i ’ h 1 、 


BM 

: h—mi 

11 

: Iy . ni ];1:!1 

押け 

攜 _ 

rIn 矿 Brll 

畝1 
:，： 離 

1 u “ i て！^” 

さ卜 V 

霧 ！ r 
議 ■ 

ilslE 

If 糊 ■" 

:" B ; 篇 #- 

海 _ 

1_歡一 




^おはようタイマーとおやすみタイマーの同時運転 


1•おやすみタイマーを t ットしてください。（ぼ11ページ） 
2■おはようタイマーを t ツトしてください。11ページ） 


ランプ点灯 


籲必すおやすみタイマ-のセツトを先におこなつベ:だ都 v 八:5答 ド:：.る...、. 

おはようタイマーのせツトを先におこないますと、一®消火して本体内部が冷え r からでないと、 H 点火笑寒: 

、：ません。、、、〉ぐ...と V 夂八 .. '：^ < >> : •••: i ; c ：^ 


お子様などによるいたすら操作の防止や、誤って運転スイツチを押しても点火しないようにする機能です。 

■チャイルド□ツクのセツト 

停止中にチャイルド□ツクボタン Cfe —ブ運転ポタン兼用)を3秒以内に3回押してください。 
•チャイルド□ツクが t ツトされ、デジタル表示部が[いになります。 





■安全装置 


このストーブには次のような安全装置がつい r います。 

すべての安全装置は、異常が取り除かれ r も再度点火操作しなければ運転は停止したままです。 


( 安全装麵 



対震自動消火装置 

(旧 |表示） 

•地震(約震度 5 以上)や強い衝撃 
を受けたときは対震自動消火装 
置が作動して自動的に消火しま 
す。 

•地震によつ r 作動した場合、周囲の可燃物、機器の 
損傷、油漏れ、給琲気筒の外れなど異常がないこと 
を確認してから再点火してください。 

点火安全装置 
燃焼制御装置 

(じ刃表示 _ 1£<?1 表示) 

鲁油切れ-点火ミス、途中消火し 
たときに自動消火します。 

- 

•旧常の点挨.手入れ〗 （ぼ 14 〜 17 ページ)をして 
から点火操作をし r ください。 

処置しても繰り返しエラー表示が出るときは、 一 B 
運転スイツチを〔停止〕にして販売店に連絡してく 
ださい。 

停電安全装置 

籲停電や電源プラグ;^コンセント 
! から抜けたときは、すべての運 
転を停止します。 

1 - . 

r ~ - - 一 —— —— 一 — 

•停電復帰(再通電)後デジタル表示郜に \ EE \ が表示 
され、ストーブは運転しません。 

再度点火操作をしてください。 

.. . 

過熱防止装置 

〔安全サーモスタツト〕 

(表示部全消灯） 

1 

參温風空気取入□や温風吹出口; 
ほこりなどでふさがれたり、ス 
卜ーブ前面に障害物があるなど 

1 して本体内部が過熱すると自動 
的に消火します。 

•温風空気取入□や温囤吹出口の掃除をしてから再点 
火してください。 16 - 17 ベージ） 

処置しても繰り返しエラー表示ヾ出るときは、 一 Q 
運転スイツチを〔停止〕にして販売店に連絡してく 
ださい。 

ノ 


■その他の装置 


f 装讎の名称 

獅•働結果 

処麗 方法’ 

排気管抜け検知装置 

•排気管の接続部が外れたり、排気管 
抜け検知闬 U —ド線が断線したとき 
には、安全装置が作動し、エラー表 
示 r ~£ s 1 を表示し、自動的に消火し 
ます， 

，排気酿卿装罱にたょらず、: 

ゾ ; ■に1度は点 

•原因を調べ、処置後点火操作をしてくださ 
い。 

排気□キャップ 

--ねし^^^1 ® 

[ rn ^ rn ] J 114 

[模知用リ-ド線 J // 醜爲 

排気管抜け検知用リード線のゆるみまたは、 
外れ*断線がないか確認してください。 

再 点火 安全装置 

•消火直後、本体内部が冷却しないラ 
ちに再点火操作をしても、一 B 冷却 
し r からでないと燃焼しないように 
なっ r います。 

籲本体内部が冷却するのを待って(約 10 分)、 

も〇—度点火操作をしてください。 

室温異常上昇防止装置 

•部屋の温度が 50 °C 以上になったと 
きエラー表示丨〇： 1 を表示し、自動 
的に消火します。 

•ルームサーモセンサの周囲を点検し、窓を 
あけ、部屋の換気をしてから、点火操作を 

1おこなってください。 

_ J 
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画日常の点検•手入れ 

点検.手入れは、消火後ス I -ーブか*十分冷えてから' 必ず電源ブラグをコンセントから抜いておこなつてください。 

#爾 気部品の分解 や 市販 St 0 交換は絶対に しないでくださ iA 。 •:：ぐ•ぐ/ , 

ノ^ T 癱燃焼部の分解は絶対にしないでください。. • 


カーテンや燃えやすいものを近づけない r ください。火災が発生するおそれがあります。 

•ほこりや汚れをそのままにしておきますと、油がしみたりして危険です。 

ス I -ーブはいつも清潔にしてご使用ください。 

參主意」油タンクやゴム製送油管.接合部および機器などからの灯油漏れがないことを確認の 上 ご使用くだ 
さし、。 

. :、.： ：. .. . ぃ：..*': r . .::•、： •、. rts : ~ *V 七 .. . ~ S :!•も..•ぶ今:、. **'* •?<*. …：：:.ふ ： a *"* * • . • . . : V *V •:- ■'* -U： ... * v * ! ： •：,. # !! 5s：， : !•! si s : i5 ヤ•••叱：:. .. 

、攀油漏れがある寧合は V お搴い求めの販売店 g : 修理を依頼し t くださいへペ 'ン：•パ/ハン人'、7::::、、. 

•ゴム製送油管は、屋外で使用しないでください。屋外での使用は禁止されています。 

屋内でゴム製送油管を使用し r いるときは、膨潤、収縮、変質、変形、ひび割れがないか確認し、欠点がある 
ときは交換してください。交換のめやすは、3年 C — 度です。 



給排気筒接続部のゆるみおよびトツプ周囲の点検（使用ごと） 


• r ^ s ^ i 給排気筒(管 • ホース)が外れたまま使用しないでください。 

外れていると運転中に排ガスが漏れ r 危険です。 

積雪が多いときには、給排気筒トップの周りが雪でふさかす ir いないことを確認してください。 
ふさがれているときは、除雪してください。閉そくしていると、運転中に棑ガスが室内に漏れて危険です。 

•給排気筒およびトップの周囲に障害物が置かれていないか、ときどき点検してください。 

障害物か^置いてある場合は、移動してください。 


給排気筒接続部のゆるみおよびトップ周囲の点検 （ 1シーズン1〜2回） 


•給排気筒がつまると、不完全燃焼をおこします。 

シーズン初め(こは必ず点検し、くもが巣をつくったり異物が入ったりしてい 
るときは、必す掃除してください。 

•給排気筒を一度取り外して、再び取り付けるときは、排気管の接続部内部に 
はめこんである〇リングが破損し r いないか確かめてください。 

破損していた場合は、お買い求めの販売店に交換を依頼し r ください。 


給排気筒 


◦リング 
P 40 4種 D 


油タンクの水抜き （ 1シーズン1〜2回） 


■別売 TC _40 K 形油タンクの場合 

•油タンク内には、水やごみがたまりやすく、多くたまると 
ス I -ーブの方へ流出して、灯油の流れを妨げて十分な火力 
が出なくなります。ときどき水ゲージを点検し r 、 次のよ 
〇に水を抜い r ください。 

1,水がたまると灯油と水との境界面に赤色のフ□—卜が浮 
き上がります。フ□一卜が上まで浮き上かつていたら水 
抜きをおこなつてください。 



水ゲージ 


フ□-卜 


2. 水抜きパルプの下に容器を®いて、水抜きバルブを少し 
ゆるめると油タンク内の水が出 r 、 フ□-卜が沈みます。 
水を抜いたら水抜きノ^/ブを固 < 締めてください。 

油漏れがないか確認してください。 





定油面器ストレーナの掃除 （1 シーズン1〜2回）お買い求めの販売店に依頼してください。 


•定油面器には、ごみを除くためのストレーナ;^つい r います。 

水やごみがたまると、灯油の流れを妨げて、十分な火力が出なくなります。 
シーズン終わりには、次のように掃除してください。 

(定油面器内の灯油を抜くときも同じ方法でおこなってください。） 


1♦油タンクの送油/ 1 u レブを閉じてください。 


2. ストーブ背面にあるストレーナ CD 霈除口に八ガキ 
などの®紙を差し込んで、油ガイドを作り、その 
下に容器を置いてください。 

( FF -446 S は右側面に掃除□があります。） 

3•ストレーナの止めねじをゆるめ r 外してください。 
定油面器の汚れた灯油やごみが全部流れ出ます。 


4•ストレーナを取り出して、きれいな灯油の中です 
すぎ洗いをして:ください。 


争懸 






ハガキ 



※イラストは FF -356 S を示します。 


オイルフィルタの掃除 （ 1シーズン1〜2回）お買い求めの販売店に依頼してください。 


參オイルフィルタに水やごみか t ： まった場合は、次のように掃除をおこなってください。 

(オイルフィルタの灯油を抜くときも同じ方法でおこなっ r ください。） 

スト レーナ カップ 

1■油タンクの送油パルプを a じ r 、 オイルフィルタの 
下にできるだけ大きめの容器を用®してください。 


2•ストレーナカップを外し、カップにたまった水や 
ごみを推てて < ださい。 


3•フイルタを*下に引いて外し、きれいな灯油ですす 
ぎ洗いし r ください。 

藤111 



4.フィルタを組み込み、ストレーナカップを強く締め付けてください。油タンクの送油/ XJ レブを開き、送油 
経路内の空気抜き在し、油漘れがないか確班してください。（@8ページ） 




点火ヒータの,点検（シーズン初め）__お買い求めの販売店に依頼してください。 


►点火ヒータや点火しんにすすが付着すると、赤熱が低下したり' 油の吸い上げカヾ悪くなり、着火不良の原因 
になります。 

_点火ビータの脱着は入念にお t なう必要渉^)ますので(燃焼用空気の気密輸保持のため),、:必すお買い求めの； 

ぺ販売店に依頼して ください。:：、‘ < :、へ ；：、：_ ' 、ヘン バ 


ポットパーナの,点検（シーズン初め）お買い求めの販売店に依頼してください C 


ノ又ーナ内部や燃焼リングの点検は高度な技術を必要としますので、お買い求めの販売店に依頼してください。 


のぞき窓の透明度が悪くなったとき…-お買い求めの販売店に依頼してください。 


籲のぞき窓の透明度カヾ悪くなったときは、次のよ〇に掃除して 
ください。 

•前パネルを外し、のぞき窓をとめているねじを外して、少 
し水を含ませた布でふき取ってください。 

::藝ねじ部は常温になっ T なら外してぐだ萏い。 

•ちとどおり、均一に检むを締め r 固定し t ぐださい。 

_めそき窓を外したときは、バツキンを新®と交換してぐださ u 



※イラストは FF -356 S を示します。 


籲本体や温風吹出□の汚れは、本体が冷えてから、しめらせた 
やわらかい布でふき取ってください。 

二•しつこい:污れは中性洗舞を使用し、十分からぶ赛じてぐださぃ。 
癌温颶吹出口羽根を曲 I ザた!9、蛮 jfe させないように注慂し r ぐだ: 

...さ.い。：. .ベ ， ：、：：：：：：：、：： ::- 


熱交換器の点検 （1 シーズン1〜2回）お買い求めの販売店に依頼してください。 


，熱交換器の内部にすすが異常にたまると、不完全燃焼の原因になります。 

.異常燃焼(においかしたり”紿排気筒から黒煙が出るような^:達)がおこった場合には、:バーナの点梭とあわせて 
、熱交換器の点検を®_い求めの販売店に依頼ぐださい。、：乂 ' : :::ぐ >、、、，：八て:::ひ:;:: 



対流用送風機（対流ファンガード）の掃除（週1回以上） 


I 対流用送風機 • 対流ファンガードは週1回以上掃除し r ください。 _ 

參対流用送風機のガード（対流ファンガード）にほこりがたまると' 苣が大きくなつて温風量が少なくなり、 
暖房出力が低下すると同時に、ストーブ内の温度が異常に高くなつて、過熱防止装置(安全サーモスタツト） 
が作動する場合があります。1週間に1回以上は、次の手順に従って対流用送風機を取り外し乙掃除をし 
r ください。 


■対流用送風機の外しかた 〈 FF -446 S 〉 

1. 運転を停止し対流用送風機がとまっていることを確斑してください。 

2. 背面力八>一(上)を画定している化粧ビスを取り外してください。 

3. 対流用送風機のリード線プラグを抜いてください。 

4. 蝶ねじを外してから、対流用送風機を後ろに傾けながら上方へ引き 
出してください。 

5. 掃除機などでガード • モータ，羽根についたほこりを取り除いてく 
ださい。 

籲/ I 根を曲け It り:、、:囊梅させな,ぃ:よう c 法意 br ミ?まさい。 ' :ベ 


化粧ビス 



プラグを抜く 















■対流用送風機の組み付けかた < FF -446 S > 

參対流用送®機を外したと舌と逆の顬序で、もとどおりに組み付け 
r < ださい。このとき、対流用送風機の下脚のゴムの部分をプラス 
チツクの满にはめ込んでください。 


■対流フアンガードの外しかた 〈 FF -356 S 〉 

1•理 転を停止し、対流フアンが止まっていることを 磴 H してくだ 
さい。 

2. 対流フアンガード上部のとってを後ろに押してバネロックを外 
し、上に引き上げると対流フアンガードが外れます。 

3. 拥除檐などでガード • モータ*羽根についたほこりを取り除い 
r ください。 




はめ込む 



■対流フアンガードの組み付けかた 〈 FF -356 S 〉 

•対流フアンガードを外したときと逆の顧序で、もとどおりに組み付けてください 

fUfjN フアンガ-ド娜たま織し賴くだ_ 


パが 




m 如をぷらヴ 




地震などの災害が発生したときの点検 


地震などの災害;^発生し、機器に振動や衝撃が加わったときは、運転前に必す次の点検をおこなっ r ください。 

•給排気爾周りの外れ、漏れの確 R 
•灯油配曾からの漏れ確明 

点検で異常; v みつかった場合は、お買い求めの販売店に修理を依頼し r ください。 

V . _/ 


■定期点検 

畏期阖ご使用になりますと、器具の点検が必頸です。 

籲2年に1回程度、シーズン終了後などにお買い求めの販売店又は、修理資格者〔(財）日本石油燃焼機器保守協会 
(TEL 03-3499-2928) でおこなう技術管理講習会修了者（石油機器技術管理士）など〕のいる店などに点検依頼され 
ることをおすすめします。 



鮮ご使 j 

.の密閉式 5 油スト_ブの点検を 11 ひ！ 


ご使用中止 


こんな症状は 
ありませんか 

1 i 

•油もれがする。 

♦強いにおいがする。 

1 參運転中に異常な音かする。 

1 •その他の異常や故障がある。 


故障や事故の防止のため必す 
販売店にご連絡ください。 

1 点挨 • 修理(こついてのご費用 
など詳しいことは販売店にご 
|相談ください。 
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販売店に修理を依頼する X 


給油する 

販売店に修理を依頼する※ 

ストレーナを外して掃除する 
油タンクの水を抜く 采 


送油経路の空気抜きをする 


-.ストーブを水平に調節する_ : 

^ 丨延長 3 m 、 曲がり3箇所以下にする※… 

r ± ta 震などの災害; v 発生したときの点検 Jis 
E 3 の点検項目を確認し、運転スイッチを押へ 
_ L なおし、再点火する※_ 17 

___灯油をとりかえ、定油面器の掃除をする 

E i 糸 ^ _ 

~ - 排気管の接続箇所を正しく取り付ける※一 
おおっているものを取り除く _上土 

^ —締め直す※ 

—販売店に修理を依頼する※ 一 

is 言原因を取り除いた後、再点火する 
E [ ルームサーモセンサの周囲を点検する 13 

排気管の接続部および排気管抜け検知用 
ES リード線の接続部の外れが ないか 点検13 
し、外れていたら正しく接続する X 


m 




給排気筒トツプがお おわれてい る::::ユエ::: 
纖粧穿の袋ナット細ま爲纖い： 
電源コードの断線 ：:：::::;:: 

過熱防止装置の作動（安全サーモスタツ:ド) 

室温異常上昇防止装 置の作勤 -M ,：；- 
::;に;;;::、：: 

排気營 istt 揉知装置の作動： 


故障 • 異常の見分け方と処置方法 


次のよ〇な現象は故陲ではありません。 

•修理を依頼される前にもう一度お確かめください。 


f : ア:::::: : 

:: :;:説 明 ：:: 


初めて使用するとき、煙やにおいが出る。 

耐熱塗料やほこりなど;^焼けるためです c しばらく窓をあけて換気し 
てください。 

点次時 

初め r 使用するときや、シーズン初めの初使 
用時に1回で着火しない。 

点火してち2〜3分で消火してしま〇。 

參定油面器リセツトボタンを t ツトしてください。 （@8 ページ） 

•送油経路内の空気抜きをしてください。（@8ページ） 

• 

消火時 

燃焼開始時や消火後に「ピチ • ピチ』といラ 
音がする。 

本体内部が熱により膨張、収縮するためです。異常ではありません。 


点火してもすぐ温風が出ない。 

不快な冷風を出さないためで、本体内部が暖まると温風が自動的に吹 
き出できます。 


消火しても温風が出ている。 

本体内部が冷却するまで送®を継続します。 

燃漉時 

炎の中に黄色い炎（赤火）か'混じる。 

異常ではありません a 

その他 

給排気筒の先端から連続的に白煙が出る。 

外気温が低くなると、排ガス中に含まれている水分が凝結し r 水蒸気 
になるためで、異常燃焼による白煙ではありません。 , 


丨次の表にもとづいて、もう一度お確かめください。 

|処置方法で※印の項目や、処置方法により処置し r も良くならないときは、お買い求めの販売店にご相談ください。 




エラ—表示_ 

■1 L ( v 挲杳 J1:r … ハへ； 

油漏れがある 
ip ノブ*0かな：$:;I 

環輯しな5 :::!'::、：、 

突然火が消え運転が 
: . _ とまつた， 

火が途中}〇消えてしまう> 
























•取扱説明書も大切に保管し r くださし、 


(f H M -1 if ^ 




消耗•劣化しやすい部品(交換が必要な部品) 


籲点火ヒータ（点火しん） •〇リング 

[ ♦パイ□ツトリング 癱パツキン類 

V _ _ 


圓保管(長期間使用しない場合） 

おしまいになるときは、日常の点検*手入れの項を参照し、次の要領で保管してください。 


1•鼋源プラグをコンセントから抜い r ください。 

參 U 么注意 I 長期間使用しないときは、電源プラグを抜いてください。 


2. 油タンクの送油ノ II レブを閉じてください。 


3•対流用送風機の羽根、モータおよびガード（対流フアンガード）のほこりを掃除機などで取り 
除いてください。（@16.17ページ） 


4. 本体のごみやほこりを取り除いてください。 

_掃除機などでごみやほこりを取り除いてください。 


5. オイルフィルタと定油面器内の灯油を抜き取つてください。15ページ) 


6•本体をしめらせた布で汚れを落してから、からぶきしてください。（@16ペ-ジ) 


7•ストーブは据付けたまま保管してください。 

暑温風吹出□や背面の対流用送風機のガード（対流フアンガード）にほこりなどか7■こまらないようにカバーをかけて 
ください。 

•どうしても取り外し r 保管されるときは、ポリ袋をかぶせ、乾燥した場所に横倒しにしないようおしまいください。 
•次シーズンに据付けをおこなうときには、必す33買い求めの販売店に依頼してください。 


長期間の使用により消耗•劣化しやすい部品 


変質•不$屯灯油の使用により劣化しやすい部品 


•定油面器 •点火ヒータ（点火しん) 

•ポットパーナ 

V _ 


D 部品交換のしかた 


部品交換のときの注意 
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型ヽ式の呼沈:: 

: FP -446$ fS^mxC FF -4 MS )； :: ] ; :! F 卜3 5 肪 _本證甙 FP -350 S )： :,:: 

:磬に 類 

ポット式_強制給排気形、強制対流形 

点 火.方、.® 

電気点火式 

使 : 、、用 i 

然 M 

灯油 （ JIS 1号灯油） 

燃料消費釁 

* « < 

白 - X . 

取 

0.48 L/h 

0.39 L/h 

最小: 

0.20 L/h 

0.20 L/h 

発熱量(入力) 

.心 • : 

最:大ぺ 

r ~ 17,780 kJ/h 

14,440 kJ/h 

最こ小 

7,410 kJ/h 

7,410 kJ/h 

r， » •- ：；： . ：，55 * ：! - ! ••<： •>. 

熱）効、率 

:.：ぐ. ， ご：.：::'. 

白 ： ... _4― 

取入 

88.0 % 

87.0% 

最:小 

84.7 % 

84.7 % 

: 暖::房:：:: t . 七:： 

-\ l . ••• 5い U • ••• •• • 

w . :•• •、. . ' '=. 

E »». 

取大 

4.36 KW 

3.49 kW 

叢:小 

1.74 kW 

1.74 kW 

.〜勿…:. . り:.::..ペリ.：...... 

標準適.室 

. \i ' *'•* is * si ： >K ••••••• •• 

好 n 今.％%:::?.:::.: • •• • • 

溘咖: 

木 造 18 nrf ( n 蜃)まで 

コンクリート 26.5 nrf (16 蠆)まで 

木 造 15 rrf ( 9 畺)まで 

コンクリート21 .5^03 置)まで 

寒薄地 

木 造 20 rrf (12 豐)まで 

コンクリート 29.5 nt (18 置)まで 

木 造 15 rrf ( 9置)まで 

コンクリート 25 rrf (15 畺)まで 

外形寸法(置台を含む) 

高さ600_幅50〇™奥行 324 mm 

高さ550_幅41 5 mm 奥行302.5_ 

質 ジ.'. 塗ヾ 

20 kg 

16 kg 

電源電 ffi 及び周波数 

100 V 50/60 HZ 

> 定::街:; V 消費電力 
；- 50/60 H 2/ 

最大 98/98 W (点火初期に短時間発生） 
燃焼時47/43 W 

最大 97/96 W (点火初期に短時間発生） 

燃焼時45/40 W 

給排気筒 0 型式の呼び f 

QU 4-3 

給排気筒の呼び達れ 

D 40 

給排気筒の壁震通部の孔径 

075_ 1 

排 気心、:；温 m 

260° C 以下 

電流:::匕::: a : ズ: 

5 A 

安 全 装..置.. 

対震自動消火装置 • 点火安全装置 ♦ 燃焼制御装置 • 停電安全装置 • 過熱防止装置(安全サーモスタツト) 

その他:'の.:••装:' .if 

排気管抜け検知装置， 再 点火安全装置♦室温異常 上昇防止 装置 

-や..:、. ... *::、：•《 ... ... ... . 

り:-り：巧り.:.:.:.二 . し..：. ..... ..... 

: 付/、：'. +.+.+: 騰 +++++:. ++.:. 品:::: 

..卜和れ . v .. ； •• 

給排気筒セツト1，工事説明書1，取扱説明書1•本体固定金具2 
置台1，ゴム製送油管締付バンド 2*60 Hz 風量制御板1 


破 標準適室は、社団法人•日本ガス石油機器工業会の算定墓準によります。 


(外形寸法図) (FF-446S) !，一 ^ 
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安全サーモスタツト d 
遅延サーモスタツト J 
対 震 自動消火装！！ £ 


ルームサーモ 
電磁ポンブ E 


対流用送風機 


0アース 


電源トランス 


霉流ヒューズ 5 A 


燃焼困送風機 [ 


33点火 ヒータ 
点火トランス 


选甶繊図 


定油商器 定油面器 

\ りせツトボタン 


送油パルプつまみ 油タンク 


オイルフィルタ 


ポツトパーナ 送油管 電磁ボンブ ゴム製送油管 


送油バルブ 


アフターサービス 



本書の「故障•異常の見分け方と処置方法」18ページ）の項に従って調べても良くならないときは、電源ブラヴを抜いて 
お買い求めの販売店または、お近くのコロナお客様ご相談窓□にご連絡ください。 

•ご連絡いただきたい内容は次の通りです。 

• 品名 

#型式の呼び 

• ご住所*ご氏名 • お霣聒番号 
• お興いあげ日 

♦故陣状況（できるだけ異体的に〉 

•修理に際しては、保証書をご提示くださ保証期間中であれば保証書の規定に従って無料修理させていただきます。 

•ご不明な点や修理に関するご相談は、お買い求めの販売店かお近くのコロナお客様ご相談窓□にお問い合わせください。 


このコロナ密閉式石油ストーブには保証書がついています。「お買いあげ日•販売店名〗などの記入をお確かめのラえ、販売店か 
らお受けとりになり、大切に保管し r ください。 

>保証期間はお買いあげいただいた日から1年間です。 

I 次のような原因による故障および事故につきましては、保証の対象になりませんので注意してください。 

參変質灯油や不純灯油など、また灯油以外の燃料使用による故障や事故。 

♦誤った使用方法による故障や事故。 


操作部基板 











据付け 


据付け場所の選定および標準据付け例 


据付けについては、火災予防条例、電気設備に関する技術基準など法令の墓準があります。 

工事説明書の「特に注意し r いただきたいこと（安全の: t めに必ずお守りください) j をお読みになり、販売店または 
据付け業者とよくご相談ください。また、「標準据付け例」については、下図を参照してください。 


!雜付け例） 

〈正面〉 


60011 以上 


〈側面〉 


本体匡定金具 
60cm ( 付 _ 部品） 
以上 \ ‘ 




〈給排気筒の正面〉 


;可； 

•; 燃:: 

_卿 


床固定金具 
(F-83: 別売部品 ) 


60 on 以上 I: 燃;； 20cm 
~以上 


v //////// yy 77777 

- スラブ面など ++.+' / / 


LJ- \ 地面，スラブ面など 
出寸法 9cm 

( スぺ _ サを使用しない場合） 


45cn 以こ 邙 on 以上 


;ク琢クシ◊沿沿沿沿く々 

地面•スラプ画3ど;^4: 


据付け後の確認 


据付けが終わりましたら、もう一度、工事説明書の「特に注意し r いただきたいこと（安全のために必ずお守りくだ 
さい)』をお読みになり、工事説明書に記載されているとおり据付けられているか確認してください。 


試運転 J 


試連転は、販売店または据付け業者とごいっしよに必ずおこなってください。 

1•運転準備7 • 8 ページ） 

① 油タンクに灯油 (JIS 1 号灯油）を給油してください。 

② 油タンクの送油ノ 1 U レブを開いて、送油経路内の空気抜きをしてください。 

③ ストーブ側面の水平器で、水平に設置されていることを確認してください。 

④ 定油面器リセットポタンを経く押してください。8 ページ） 

⑤ ストーブの霣台の上や送油曾の接続部に、油のたまりや油漏れがないか確かめてください。 

⑥ 高地（樣畐 500 〜 1500 m ) で使用される塌合は、空気が希薄なため調 S が必要となります。 

(詳しくは、工事説明書の 厂高地で使用の場合） を参照してください J 

⑦ 運転スイッチが〔停止〕になっているか確認してください。 

運転スイッチを〔運転〕のまま電源プラグをコンセントに差しこむと、[£0が表示されます。 

⑧ 電源プラグをコンセントに差しこんでください。 

•[么注意]電源プラグは、コンセントに根元まで確実に差しこんでください。 


2•運転（ぼ9 • 10ページ） 

①運転スイツチを押してください。 

•電源ランプが点灯し、約1分後に点火します。 

籲点火後5〜6分で対流用送風機がまわり温風が出ます。 


_芨:卜:_ブ内送油§に灯油が満たされてジヽ:ませんのでく炎が立ち消えするこきがあります。場合(ま、：消詉 

、冷めるのを待つ乙からもう:一度礙水しで <： K さい。::::: r ;:: :二:::^:::::: :：： ： 5 r 

龜耐熱蒙料な:どが辑けで煙迄顏趋いが出 S ごとがあります。窓を:聞【サで部厘0換気をしでぐさい。::：::;:: 

.. . S* s 5** .. * ••:•••« .. ね：:《 :....、.二. S »- .： t ! s < . 祀•： j ；. ふ ! *：： !， : ：! j ： >s> .. , sU >A . . * 8 s# s : ：» . s> . .... *■ : t ! ：»... . . S * s ， S*s *Sls ?•： ..... :い功:.：:!：取： . U : !«* *：!• *：^ jj . S » s . ：> S . 

②運転スイツチを押しちどしてください。 

•電源ランプが消灯し、約10分後に燃焼用送風機_対流用送風機が停止します。 
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弘前币田圓 1-2-1 
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奥州市水沢区水沢工業団地4了目79 


札幌市白石区平和通16 丁巨南 1-1 9 
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沖縄営業所宜野漥市宇地泊 738 

シーサイド•パーク102 


〒901-2227 TEL (098)89?- 5677(代表） FAX (098)897-5679 


三条市東新保 7-7 〒955-8510 TEL(0256)32-21 11(大代表) 

柏崎市宝町 2-58 〒945,0817 TEL(0257)23— 5175(代表） 

長岡市下条町倉ノ浦1069〒940-1146 丁巳し(0258〉22—2121(代表） 


03)3927- 51(代表) 
03)391 1—1131(代表) 

029)241 —2172< 代表) 
047)312-8330( 代表) 
048 )651-1 231(代表) 
(029)839— 5325(代表) 
(045)852 - 4008 (代表) 
042)531 —6771 ^ 代表) 


01036002 


丨お客様ご相談窓口一覧表 j 

修理サービスや製品についてのご相談は機種名をご確認の上、お買いあげの 
販売店または下記のご相談窓□にこ'依頼ください。 

ご転居やご贈答品などでお困りの場合は、下記のお近くの窓□にご相談ください。 

名称、所在地、電話番号は、変更する場合がありますのでご了承ください。 


ISI 所所所 
夕 

I 業業業 
フ * nihnAn 


SI 

サ山子山 
島 

E 広岡米徳 


店一所所所所所 
夕 

|>業業業業業 


砠+^-松都戸根 )90 
阪 ^ 
大大高京神彦插 


78! 

^ざ-^源 

2 26551ク 
3-3-1 - 島鹿々 大 
渕渕崗豆豆百胬 
曲曲江大大上按 
市市市市币市市 
条条潟野野离本 
三三新長長妙松 


店-所所所所店所 
夕 

ン茛雀者業，奪 
支、業業\ 

ビ営営営 莒 

京^葉宮く浜川 
S 5 

東首水千大つ横立 


店 I 所所所所所所 
:ウ業業業業讓 


11 
福福北鹿雇長宮大 


55 
225 
卜1-15)7 
1-1-36 
町町2-1- 
新新町東 
西西中田 
SR 駅田和 
市市市市 
沢沢山并 
金金富福 


> 〇〇 
003-3^3 
9955 

1-11-12-12-1- 8 38-149 
塌塥忪松7-9-388添 
入入高高 2-29 B 8 沢 
区区区区南3-路町 
港港河河条屋推平 
市市耪駿六茶西大 
屋屋市市市高市市 
古古岡岡阜市津畸 
名名_静岐津沼岡 


店 I 所所店一所 I 所所所所 
タ タタ 

支”業業支”業 1 Z > 業業業業 
づ営営屋ビ営じ営営営 
沢 V 幷古酎岡 V 営津崎 
金金墓福名名静静岐津沼岡 


店一所 I 所所 I 所 I 所 
タタ タタ 

支! l ¥ fe > 業^ 
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